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害 堀項

損

＝ 号 ＝

線

円平高札

定 高者
安齢１

者市

保 者滑成齢幌

確 齢
に の入

滑央

関 居居年円中

す 住賃

の貸月入区

の間

也と線 区

達号 等

北 ４

道
海

廃

告 川

示 敷

第 地
等

示

也告 り

、 お

達て と

の

１２３

変

川のの平河廃廃

河条そ

敷川 区規関成川

域定係

等
敷 のに図年地 川

変よ面

同同 称武
更りは月が地

合合び
及 組組

井
道
海
北

栗先ま 先ま夕

告 山で 番 で張

示 １ 国国 郡町

第 地 道道 栗桜

山丘
先

也る 第
す 法
達を

町２

漁
栗 夕

山

山丘 地
栗桜 １
郡町 番

張

法 安住２居北

る 町２ 先

確登貸条

律 定宅日賃３

に簿宅６

行 保録住西

施
す覧録目

則 関閲登丁

規

海

成 法の閲北

平 る所簿

律場覧

年所所道

土 成び場設

国 平及の建

号

土
量
数

び
及
類
種

岸
右地

）
先帯先先５

北日じ
等 に、、２生 の

道年
名 りの海たの

よ次

称日置

川お帯月位 廃と

平

等示木

地告土

敷り広

がす現一

岸

生る業級成左

じ。所河

帯丁

たに川年）

の備十

号号 か号

交交 夕
央目 線線 ら
中丁

１

）目郡地）

点丁番点 張
後

夕
央目 ら
中丁 か
１

後
目郡地

丁番 張

閲所部 交
則指

省 法規築

通 年覧建

次課 第 第を導

令 律
号の北内

知 第
第お道 ）

）と海 号
の
及め 条

条定事 ４
９り

高。 規
びた堀

か広まま地

ら市でで先

西、及ま

西びで 番

西 ４条
地北条

丁２

ま丁２北

先３北条

番９目

９目丁

で目
５番

勝月広目

先先１

地地番

西番

、置川２市７

でえ

地

河い水日

川て系

施覧古北ま

法縦伏条先

供海丁及

行に北川３で

す道目び

令
昭る知７西

和。事番
地条

政か２

年堀先北

らで
かま

国重

らで
かま

四

り
の達 よ

者に
齢定

国重

先

かか地

の高
住也 、

居

か

らら
９
番番ら

２１

第西目

令ら丁

地地番

達

第２地

）也北１

号条番

道複
＝ 号
線

道複
＝ 号
線



北

こ登他道
海

平 の録人表

成 規簿に彰

十 則を迷規

三 又汚惑則

年 は損を

十 係し及平

北 海

第第第

は ５６ い ４

禁 条 閲 条 。持 条

し閲の建す

覧出覧止

閲

こ

手録の覧禁築る

の登

は又導と

続簿禁者止指
で

閲）、は課が

）を止

覧登中長

道 公 報

２ 第

臨 ３ し

前時 条

項に

な閲
け覧日国

規所

れ所閲曜民月の休

ばの覧日の

にる

な休所及祝日定す

にらかこ

ら日のび日か

日曜関翌かと

な）休土

い

第

２３ 第

必 ２ お高定

前要前 条

者る覧項と項

け齢め閲

規

、円。時登の認の

る

簿定た定

高滑間録規め
よ

者居のにとに

齢入）

貸覧かはり

の賃閲かき

居

号

第 ２

１
条

規者）こ

覧齢旨

閲高趣
、

居は

入則

滑規

則円の

賃

月 員、ぼ成

二 の若し公
日

は海

示く又北

指し、年

わ損の規

従きそ道

には

火

い、そ第

なしお則

曜 者又れ
はが号

日

録止はき

のるに

そあ）

うを次。

よ簿）、る

し

の

る所号

す覧各

と閲の

場れ

、のず

は外い

者以

込持該

申にに

覧所か

閲

のらで

。は日す年わが

月、る

次法１ずき

、る

と３建。

の律

り和ま指の

お昭日築こ

で導場 と
る法日長に

す年の課合

。律はお

号閲て

第前、い

間ら閲覧

住住時わ、閲
時間

安登はず覧時

の宅
確簿午建間を

定録、、

保前設を変

時建更す

に以９部変更

すか築する

関下

正導こき

る登ら指ると
が、

律簿午課とは

法録
」ま長

録滑

登円

宅者

住齢

貸高

則住

規貸

覧賃

閲居

簿入

れく

そづ

お者基

録
登

宅

表

受
の

者彰

る表

あ事

が知

出す

票ち当

の
次
を
者
賞

のはに

定て者

指しる

に

、

をなて

項らし

事な対
中

なを

し覧

入。閲

記い

に覧は

れ止

け

条 にげの前 ）掲所、 号
を上３ 定日営第 規る運

規 休く別の る除特項 す

が準
要を

）必定 日。の

平とでで建

るす
あ用

び下る指

成い及以き築

う
年。午。導

律の１築長

法）後建課

覧か導、

第閲時指は

）関午長覧

号にら課閲

６、５とに

第し後」所

に要まうの

条必時いそ

所
覧

閲
簿

下
以

決
り
お
と

い
と
」
所
覧
閲

唄川

知
倶岩積余美滝同

町町町町市市

安
内丹市

寿黒

な又

ら、

なせ

ばさ
都

万檜松

長奥北同小同

町町市町町

部山内

尻樽

松上砂
、
は
き。
とる

町 町町

前磯原

同同同同同

事と）を

規なで。旨

町

をる、示

す項すは掲

定
市千恵同北同同函

。

る

市

村
町島

）歳庭館

区広

定北
に
）
。
う

名市市市

会

。成社

た平道

し海
献

年貢

田

吉山中笹宮工福

月賞

逸良ヒ和

本本村山西藤

子夫枝子勝義

美ナ

利惠

村

安野多前廣宮藤田
夫

田

義光愛喜秀

田口田野谷

子重俊男惠子悦悦

瑩義

藤藤

木齋白宮村大斎佐

正政克文

村藤井田本内

子三義江子子

良富榮康

氏小橋藤齊渋野相
子佐

幸勝

名
城本島藤谷西木

子子雄夫 又
照蝶昭禮道

同同同同

日
２

は
美子子

同同同

五

同同同同同同同同同同 同

名
体

団

同同同同同同

事
績会

功社同同同同同

功 内
業

の

堀
事

知
道
海

北
也

達

容労



路

士
上鹿幕足釧同同同

町町町町市

幌
追別寄

北 海

更

小
同苫追静様帯音同

町町町市町

牧
分内似広

市

道 公 報

部蘭

幌利紋常遠興室同

市町町町市

延尻別呂軽

町町

第

良 十
同新富士比下留羽

市町

川野
津別布川萌幌

町市市町町

号

砂
上同同

平
成川
十
三町

年
十

橋口

橘安増後岡高高幅

禮コ芳惠

内藤子藤田橋

幸
代郎子子江子

一ヨ

カ政

渡森茶宇江前柴中
ツ壽

忠春

邊谷畑部川川田島

雄郎郎
八太

康政朝賢英

梅東定篠藤
男一榮雄吾

井田林岡原枝

海

若成村

イ

幹和政勇ミ一幸

松田

矢藤
助子治俊子照守子

一

澤藤橋條川丸

長松北安
正美幸弘園秀

谷田
ま江夫子一四子一

代

い
月石北栗

二
日

子義子

ダモ

サ直ト

上葉

火

曜

日

同同同同同同同同同同 同同同同同同同同同同 同同同同同同同同同同

同帯

業
事

会
社同同同同

平沼前広

小同仁赤長苫 更陸
市町市町町市

樽木 別別 市
幌

苫門札真下静
町村町

央
中 前別狩川内

同同同同同
町町区村町

同同同
区市

西川
同旭同

豊南

市 標
幌

中札同同同
区区

央別平

津中北東厚

同釧標

労
功

町区区区区

大黒鈴菊鳴

町町
路茶

内谷橋寳田木池海

竹中

子孟

美

幸孝利勝隆恵典

西
博安幸己義子

川藤木岡

小宮原合山佐
四

常榮武福久光

泉北田

中丹
雄久雄雄郎満雄隆

村富羽

出
宮井伊佐高辻

徳哲松キヒ

坂上藤藤垣
夫雄實子子

ヨデ

榮一國

升岡中須猪田原
二光義

義稔

家田西合股中田

林
子茂雄一諒一滋

清澄良 英重清

野森森

平小若
勉

同同同同同同同

子雄二

同同同同同同同同同同 同同同同同同同同同同 同同同同同同同同

六



仁旭足

平 木川寄

成
十
三 町市町

年
十

北 海

士

幌

士名中上釧札同当

別幌北豊 別寄路別 市 頓

市市町町市区区町
平

道 公 報

滝同砂由

市市市町

越別川川仁

蘭
町

第

市北石函同同上小

村
町島

）狩館磯樽

区広
名市市市町市

号

清南善

市道 幌

海 札同

北

区区賞

田行

月 毛木森

二
日

和隆由幸洋久宣

内林谷

恵博子雄子夫子

紀

火

曜

日

き

多ふ菊お社委札つ田

会市さ所

寄れ話団員幌

ボう人婦む

町あ地会法

信 ラ仲律カ釧人

子コ青ラ男

ン間ッ路ボ

」会テ

ィ会ウ年ン

テの
な社グ

ま所ア

は議ィ

ア

蘭ボ滝滝局睦由
す会ル

西会町

と越ラ川川仁

会
しこテ婦高草

も町ン市
ア会学文

びぶィ人等の

会会コ伝

の桜校化

会し

不上障

ィ
テ

ニ
ュ会

ミ承

トょ用磯害

氏北石カじ

名
島市リう品町者

広狩

設話生

点ボッし常手の

ン宮うセサ活

訳ラクょ

ク権

ーテ前ンーと 又サ
ルア教ール利

クィ町タ

を は

協人会る

絡婦の守

連会

法桂
松藤

若斎

議部小 団

発プ

会開ー

同同同

子紀

室
福

良

同同同同同同同優

祉

同同同同同

ス
ビ

ー
サ

・

同

名議
協

絡

体連

会樽

同

績ン
ラ
功ボ同同同同同

業
事

会
社同

活
のア
ィ
テ

代主事指の
次

１２３４
所のお 名表た業定と

氏

所消プ

事の取り 又者
る

指

親
里

所在年ロ

はの務

主事指方を平

地定

３４
定 た業税取成

る所法り

事の消年 の
年 務所昭し

地お
と１２

所在和た月

名表 税指成

方り平氏代

法定
し年又者
はの 昭た

札

容者
践
実 内動

和。月

平
豊 見川川市

幌

北砂鵡

路路

釧釧

労
功

市市町区

日ー

又地月ポ 名氏 市町

有松深平の
ル
ザ

称名は

出

限井川成提

会市

請

也条７要

社卓６年を

日る

太番１す

丸８月

松

。２ 月

井号。

又地
釧平第
律
法

は日年日

路成

号 郡
町月第 路９） 釧年

曙１

２名氏
丁の

１日条

律
法
年日称名

公

限賀

第有加
会

加 第壽 ）社政 号

賀

田水

鈴銘角垂

の油

条石

く
克き秀哲幸恒悦

木形

籔平

也ゑ則恵也恵明子 子明子

美み

義富正ふ

野

店
商

則

七

１３

地第

番４

１の

目６

事

に知

定道

規海

の北

項

１
第

４
の

６

次
、堀

り
よ

告

事

に知

定道

規海

の北

項

同同同同同

特
、堀

り
よ

約

の
者也

業
約達

特
の

同

の
次也

を
者達

業



電フプ平交プ平

話ァロ成土付ロ成

曜場ポ 番クポ

号シー年日所ー年

及はザ ミザ
リル月び、ル月
の －説２日

北 海

３
当便海

続担郵北

イウ手

規規部番道

企デ新新等

済

提タ雇雇局号経

画ー
案検用用

部 の索の者

内方考数－労

道 公 報

ロ業業

す委プ

イウエア

業費ポ務務

経デる事託

タ力ののー処実

営ー能

ザ理施

状
況ベを実

力制

、ー有施％ル能体

経スしに以の

第

２
資ロ道

業業履加プ
参ア

ーに

内期格ポ内 務務行
選ル業

びザ営

名容限及

労道ベ平定の拠

号

成務

平業
１

平概

成年要
十
三月

年２

十日

明日曜に受日

－書日同領

の火はじ期金 －

交）除。限） －付かく直、

期ら。接提午

交交出後 内間

す所時

、日付付場５ 線

場時
）は。び

－所水間る及

及
びま午方

政

方で前郵法

容法え等

福 等方

３
北

区
央

中
市

幌
札課

祉

定

営作て伴上選等

西
条

業る新確基

規成いうを

とので

に務こ規保準

模
実用る

い確。雇き

おを

。

約履びと

契に及こ

て

会

行た機

履し業

の行就

働本内ー成基提点
に実

準出を 組道にス
３にく

合の所の年者置

労す成月要営

情勤在作

求利

報
デ者るを
託れ人

ー福勤委日さ法
あ

ベの者するで

タ祉労
上係。格る

ー向にる資

備推情と

整のるこ

ス
月
二
日

火

曜

日

い
らな

かし
時は

法９送 ６

）
で
ま
時
５）
後。
午

有出

障を創

支績の

目
丁

こいる

いて係

なしに

が
まの

、費

。か務

とる労

報。

確原

、が

は合

た割

処
る計

係集

業にの

事進
管
と報
料情
資、
礎理

基 北

すめ
用た
活の
て理
し

堀
事
知
道
海

北 １２３

道
海

開れ開所開

釧 発る発及発

路 区地許び許

支 域域可氏可

庁 又のを名年

告

事

は名受月

北

都は

２３

海

、平 道

完成

市 開所開

釧計 発及発

了 路画 許び許

し年 支法 可氏可

た 庁 を名年

。月 告

行て

履し

にと

実則

受月

事１ 北

都は 海

、平開れ 道

完成発る

市
上

区地

計
了 川画
し年域域 支

又の

法
た 庁

。月は名 告

、タ
めー
たデ
るの

ロ細

契要本３プ詳

同ー、

書務にポは

約業

４
也

達

成係じザプ

作に る
場す
出参他

提持の
そ

はこ
所

示 工称け日

第 区た及

９ に者び

号

白白白平

ま住号

含の番

糠糠糠成

郡郡町
町棚月

糠糠１

白白長年

２

昭

町

示

日

和 け日

第 た及

８年 者び

号

第
律 住号

法 の番

仙株平

）

台式成号

市会
宮社年第

城デ５

２工称

昭

野ン月条

示

日区

和
第

に 年

含 号

第
律ま

法

名
字 第

市 ）

寄 号

豊

照にポ

のる。ルロ

栄 条

窓すザ

否会関ー

要

支

会書
明明

説説

口るル

庁

と

と
。こ
うる
行よ

をに

。
、

１日

茶西野６

。
じ

同
に

建

北線南夫釧

基条孝

路
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